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激動の時代、改めて憲法と平和について考える ――医療人に求められているもの





2024年4月より早稲田大学名誉教授





なぜ、弁護士会が平和や改憲の問題
を扱うのか－弁護士法１条と８条の関係

弁護士法
第１条：弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正義を
実現することを使命とする。
２ 弁護士は、前項の使命に基き、誠実にその職務を
行い、社会秩序の維持及び法律制度の改善に努力しな
ければならない。

第８条：弁護士となるには、日本弁護士連合会に備え
た弁護士名簿に登録されなければならない。



そもそも憲法とは何か

権力の誤用、濫用、悪用、逆用、私用を防ぐために

左：中央自動車道上り線初狩ＳＡ
右：アウトバーン1号オーストリア
のリンツ付近





立憲主義の２つの柱

①権利の保障

②権力の分立

⑴ 水平的権力分立(立法-行政-司法)

⑵ 垂直的権力分立(国-都道府県-市町村)



ポピュリズム（大衆迎合主義）とは何か

ポピュリズム（populism）とは、国民（大衆）とエリート（政治家、官
僚、大企業、知識人など）を対立的に捉え、「真の民意を政治に反映させ
るべきだ」という主張ないし運動のこと。



ポピュリズムの特徴

・「国民の声が無視されて
いる」と訴える



・既得権益や官僚主義の批判



・シンプルで訴求力のある問
題提起



・カリスマ的な指導者









「国論を二分する重要政策」とは

① 「責任ある積極財政」への大転換

② 「専守防衛」の最終放棄

③ スパイ防止法の制定

④ 憲法改正の発議

⑤ 国旗損壊罪の新設 etc．



高市マジックで壊され
る民主主義
――「時間」「気象」
「祭典」の巧みな利用





高市首相「悲願」消費減税---
財源が曖昧で、2年後に8％に
戻す？ポピュリズムの手法

「高市チルドレン」が後
押しの消費減税 反対論
封じ込めた数の力(毎日新
聞2026年8月6日)

「高市チルドレン」
316人中66人(20.9％)



熟議なき「速決民主主義」
「プロパ」（Procedure Performance)

で壊れる日本の民主主義



「世界中に平和と繁栄をもたらせるのはドナルドだけ
だ」（3月19日、高市早苗）



米中戦争の最前線に日本
を―― 史上最凶の国防長官



安全保障関連3

文書

・国家安全保障戦略（2022年12
月閣議決定)

・国家防衛戦略（〃）
・防衛力整備計画(〃）
 ↓

 前倒し改定のポイント
防衛費をGDP比2％超＋防衛増税
「反撃能力」・スタンドオフ能
力の具体化

弾薬、補給、人員といった「継
戦能力」の強化

殺傷武器輸出（26年4月先行）

・



43兆円(2023～2027)

GDP 2％
年平均8兆6000億円

生活保護費3兆8000

億円

文教・科学技術費
5兆3000億円



http://www.asaho.com/jpn/bkno/2002/0318.html



立憲主義と平和主義
－「本質安全」と「制御安全」

・制限規範→ 武力による
平和に対する「懐疑」

・軍事的合理性の制限から
その否定へ

・平和と安全保障の制度設
計

・平和維持から平和構築・
創造へ→ 憲法前文の「平
和的生存権」



9月6日：ドイツのザクセン＝アンハルト州議会選

9月6日：極右の「ドイツのための選択肢」(AfD)

の単独政権の可能性



イスラエルの総選挙は2026年10月27日



11月3日、米国の中間選挙



MAGA：Make America Go Away
「アメリカを追い出せ」グリーンランドの市民運動
2026年1月17日数千人がデモ(人口57000人の8％が
参加)





「3.5％の理論」

「全人口の3.5％が非暴力的に立ち上がれば、社
会システムを転換・変革できる」（ハーバード大
学の政治学者エリカ・チェノウェスが提唱）

←ベルリン・アレクサンダー広場（1989年11月4日）

ライプツィヒ（1989年10月7日）



「王」はいらない
全米で800万人がデモ 2026年



独裁者の倒し方

イスラエルの反ネタニアフデモ（2024年9月1

日）50万人

テヘランの反体制デモ（2026年2月15日）



国会前デモの9年



日本に民主主義を再確立するために

 「2.8事件」（総選挙）で「日本型リベラル」は大打撃を受けたが、
決して壊滅してはいない。

「高市一強」「改憲4分の3勢力」「トランプ政権」は徐々にほころ
びを見せている。

「政治的詐欺」にだまされたではすまない。「熟議民主制」ではな
く、「粛議民主制」になっている。

政党や団体、運動のなかで自由なコミュニケーション行為が成立す
ることが大切。



むすび：ポピュリズムの時代に憲法の役割
は何か

 ・「禁止」ではなく「立ち止まる」：「遅延装置」とし
ての憲法

・「フェイクの承認」現象とどう向き合うか

・ポピュリズムを敵として排除するのではなく、判断を急がせ
ず、訂正可能性を確保し、多元的公共圏を育てる視点

・憲法は社会に対して、「ここで立ち止まり、考え直せ」と呼
びかける「遅延装置」である。

 Cf.高橋雅人「信頼なき政治と承認されるフェイク—日本型ポピュリズムの
認識論的条件」法律時報2026年5/
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